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経済論叢(京 都大学)第163巻 第2号,ユ999年2月

日 韓 海 峡 経.済.圏(2)

一 東北アジアにおける国際地域形成一

鄭 懸 周

1日 韓海峡経済圏構想の背景

日韓海峡経済圏の形成過程とそめ可能性を,現 在の経済的,社 会的な交流状

況を踏まえて検討する。域内対象地域の詳細な資料・の入手が困難なので,経 済

的な交流状況については,さ しあたり港湾間輸送の資料を主に用いて分析 を進

めることにする。海峡を挟んで行われる各港問の貨物量の動きの変化は,そ の

まま各港の域内後背地との取引の変化を意味するわけではないが,後 者をある

程度までは反映していると考えられる。すなわち釜山,浦 項,光 陽などがその

例である。また内航 ・外航海運による貿易に関しては,港 がその周辺地域の物

流の主たる出入口であることはいうまでもない1,。以上のことを留意 しなが ら,

経済圏の形成のために行われている民間レベルの交流をも含めて,以 下分析を

進める。

1域 内各県の韓国 との取 引

九 州 地 域 と韓 国 との 貿 易 の 大 部分 を担 っ て い る福 岡県 産 品 の輸 出 先 と して,

韓 国 は金 額 ベ ース で1990年 の6位 か ら,1993年 に は ア メ リ カ に次 ぐ2位 に上 が

り,金 額,順 位,構 成 比 の い ず れ もが 上 昇 傾 向 を 見 せ て い る(表1)。 そ の 反

面,福 岡県 内 港 湾 の 輸 入 額 にお い て は,韓 国 は1990年,91年 の1位 か ら,1992

D韓 国内の場合,釜 山,蔚 山,浦 項,光 陽を中心とする,い わゆる東南工業ベルト地域の経済的

繁栄は,自 然条件に恵まれた港の存在とこの港を通じた円滑な物流と無関係ではない。
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表1福 岡県生産品上位輸出国(地 域)順 位表 (単位 百万円,%)
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表2福 岡県 生産 品.ヒ位輸 入国(地 域)順 位表 (単位:百 万円,%)
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年 に ア メ リカ に追 い抜 かれ て2位 と な り,金 額,順 位,構 成 比 の いず れ も低 下

傾 向 を見 せ て い る(表2)。 これ は ア メ リカ に よる 市 場 開 放 要 求 へ の 日本 側 の

対応 の結 果 で あ る とと もに,新 興 発 展 途 上 国 の 成 長 に伴 う労 働 集 約 的商 品 に お

け る 韓 国 の競 争力 の低 下 に も起 因 してい る と思 わ れ る 。.

他 方,山 口 県 の 国別 輸 出 入 順 位 で は,1992-93年 に,輸 出 入 い ず れ も韓 国 が

.首位 とな っ た 。数 量 ベ ー ス で,対 韓 輸 出 が1992年 に21.7%,1993年 に20.1%を

占 め,対 韓 輸 入 は そ れ ぞ れ35.5%,37.5%を 占 め た.(表3)。 金 額 ベ ー ス で 同

県 の 輸 出 額 は福 岡 県 の そ れ を遥 か に上 回 り,1992年 に4.7倍,1993年 に2.0倍 に

達 した 。 輸 入 額 で も同県 は福 岡 県 を それ ぞ れ1.9倍,1.8倍 を上 回 っ た 。

材 幹 貿 易 に 占 め る 日本 の 域 内地 域 の 比 率 は,輸 出 で1992年 の7.9%が1993年

には9.4%に まで 上 昇 した(表4)。 ユ993年 度 の 内 訳 は,福 岡 県 が2.9%,山 口

県 が5.8%,佐 賀 県 が0.3%,長 崎 県 がO.5%で あ る 。 輸 入 額 で は1992年 の

25.5%が1993#に は27.4%に 上 昇 して お り,1993年 度 の 内 訳 は福 岡 県 が9.3%.,

山 口 県 がX7.1%,佐 賀 県 がO.4%,長 崎 県が0.5%で あ る。.

以 上 の 分析 か ら,ま ず,今 後 長 期 的動 向 を検 討 す べ きで あ る と して も,域 内

にお け る 国 際 的 な 物 流 の増 大,す な わ ち,輸 出 ・輸 入 い ず れ も増 加 の傾 向 を示

して い る こ とが 窺 わ れ る 。特 に 日本 の対 韓 輸 入 に 占め る域 内 の 割 合 が1992年

25.5%か ら1993年27.2%に 上 っ て い る こ とは,1年 間 の 変 動 なの で 過 大 評価 は

で き ない とは い え.,域 内 の経 済 的相 互 依 存 度 の深 化 を示 唆 して お り,域 内 各 港

が 日韓 にお け る物 流 の 重 要 な 窓 口 の役 割 を果 た してい る とい え よ う。

第 二,① 日韓 貿 易 に 占 め る 山 口 県 の比 率 が 大 き い こ と,② 山[県 の外 国貿 易

に 占め る韓 国 の 比 率 が 大 きい こ とが 確 認 で き る。 特 に,下 関 港 と釜 山港 との 関

係 か らみ れ ば,同 県 の 対 韓 貿易 は 日韓海 峡 経 済 圏 域 内 の 貿 易 が そ の 大 宗 を占 め

て い る こ とは 当 然 で あ ろ う。 こ う した 圏域 の物 流 にお け る 山口 県 の 存在 の 大 き

さか らみ れ ば,日 韓 海 峡経 済 圏 に 山 口県 を含 ませ る こ とが 合 理 的 で あ ろ う。

最 後 に,全 体 の 日韓 間 貿 易収 支 は韓 国 の一 方 的 な赤 字 で あ るが,域 内 に限 っ

て は 日本 側 が 赤 字 を出 して い る 。 こ れ は域 内韓 国 側 地 域 の 地 位 の 相 対 的 高 さ を
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表3LII]県 の国別輸出入実績 (単位:千 円,%)
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示 す も の で も あ る 。

第163巻 第2号

2域 内各港 の相互依存度

(1)北 九 州 港 と博 多 港

表5か ら分 か る よ うに,北 九 州 港 は韓 国側 の域 内 各港 との 問 で極 め て密 接 な

関 係 を持 って い る 。 同港 の対 韓 輸 出 にお い て,域 内 の 比 率 は着 実 に増 え て い る

が,域 外 向 け 輸 出 は徐 々 に減 っ て い る。 同港 の 対 韓 国 輸 出 に占 め る 域 内 各港 へ

の 輸 出 貨 物量 の比 率 は,1980年 の60.2%か ら1985年 に64.0%,1990年 に83.5%

と上 昇 し,1994年 に は93.8%を も占め て い る。 従 って,北 九 州港 の対 ア ジ ア輸

出 に 占 め る 対 韓 輸 出 量 の 比 率 は,1980年 の6.8%か ら,10年 後 の1990年 に は

18.3%に まで増 大 し,さ ら に1994年 に は20.6%と なっ て い る 。 す な わ ち1994年

の比 率 は1980年 の約3倍 を上 回 って お り,韓 国 との経 済 的 関係 が益 々 緊密 化 し

て い る こ とが分 か る。 いず れ にせ よ,今 日の 北 九 州港 の韓 国へ の輸 出貨 物 は,

9割 以上 が域 内 に仕 向 け ら れて い る。

北 九州 港 の対 韓 国輸 入 総 量 に 占め る域 内 の比 率 は,1980年 の75.9%が ユ985年.

に は69.1%へ と若 干 減 少 す るが,そ の 後1990年 の83.6%,!994年 の83,9%へ と

上 昇 傾 向 を辿 っ て い る(表6)。 同港 の 域 内 輸 入 貨 物 量 の 比 率 も増 え つ つ あ る。

と こ ろが,ア ジ アか らの 輸 入 に占 め る対 韓 輸 入 の比 率 は,伸 び悩 んで い る。

こ れ は韓 国が 東 南 ア ジ ア諸 国 や 中 国 な どに 日本 の市 場 を奪 われ つ つ あ る こ と を

示 してい る。 に もか か わ らず,同 港 の韓 国各 港 か らの 輸 入 量 は,ピ ー クで あ っ

たユ990年 に は1980年 の3倍 を越 え て お り,し か も域 内 の比 率 は伸 び つ つ あ る 。
ウルサン

各 港 別 に見 る と,釜 山,蔚 山,そ して光 陽か らの 積 出 しが 目立 って お り,中 で

も光 陽 が 増 えつ つ あ る こ とは往 日に値 す る。 釜 山港 の 貨 物 取 扱 能 力 が 限界 に達

しつ つ あ る こ と,光 陽港 が 自然 条件 に恵 まれ てい る こ と,近 隣iに浦項 製鉄 所 の
ヨチヨン

光陽二L場や,麗 川化学団地が設けられたことなどの諸要因が,光 陽港からの輸

入の増大に寄与したと考えられる。このように,北 九州港 と韓国域内各港 との

貿易量は,域 外貿易の減少傾向 とは違って,増 加傾向を見せている。
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表5北 九州港の韓国各港への輸出貨 物量

(177)37

(単位 トン,%)

韓国 域 内 域外
年度 総輸出量 アジア

合計 一釜山 麗水 馬山 蔚山 光陽 その他 小計 小計

1980 5,263.484…

100.0%

359、183125,9272,21110,315謎,145ロ,a.給,745

100.O%35.1%U.6%2.9%15層1%6.6%

216,393

.60.2%

142,840

39.8%一

7,566,706

100.0%

一....

6.8%

69.6妬4.7%

一一.19呂5 3,429,013

】00』%

354、069124,52629、5364,57966、4940.a.6,404

100.0%35,2%6.9%1.3%18.S%L8%

226539

腿.o%

127,530

236.0%..一一.

5,744,146

100.O陽

10.3%…

65.4%6.8%.

1990 諺1325,269

100.a%

4璽.448給3、101a.a.64718,51680323,470

100.O%78.5飴0,2%・1.4%O,2%5,5%

354,56.ア

呂3.5%

69,881

16.5%

.

了

4,167,072

100.0%

18.3%

...一

55.8%10.2%

19946,024,0731 4,279,970

100.0%

883,046511,16287,647145、070銘,2511,000530

too.0%57.9%9.9%16.4%9.4銘0.1%O..1%

828,6ε0

93.隅

54,386

6.膓

20.6%

100.0%71.0%14.7%

注1=域 内のその他 は長興,木 浦,莞 島 海南,一 丁.浦地域の合計である。

出所:北 九州市 『北九州港湾勢』1980,85,90,94年 度版 より作成。

表6北 九州港 の韓 国各港 からの輸入貨物量(単 位 トン,%)

韓国1 域 内 域外
年度 総輸.入量 アジア

合計1
」

釜山 麗水 馬山 蔚山. 光陽 その他 小計 ・卜計

一一...1980 ..22ユ77,971 5.28ア1382 204,313

100.0%

29,鵬63,85829罰8

14,4飴31、 筋 目.7%.

7,145

3.5%

n.a.24,527

12.o%

154,981

75.9%

49,332

24.1%

ion.0% 3.2%

.

100.0% 28.3% D.9%

一1985 25,073,017 9,076,052

「

162,519

100.眺

49,03348.61581698
30.2%29.9%5.4%

2,002

1.2%

皿.a,3,854

2.4%

112,232
59.1%

50,287

30.9%

10D.O% 1.8%

100.0% 362% o.6%

1990 ,F言3韻 ユ剰 地 盛7、7631708,637
100.o%

385,86682,44935,651

54.5%11.6%5.0%

16,469

醇.6%

32、3299,844

4.s%1.4%

592,608

鴎.6%

1]6,029

16.4%

iOO.D% 6.5%

一...

1⑪o.o% 45.9% 3.0%

199畳...23,601,562 11,301,300 652,119

…is』%

398、45516,15511,578

51.1%2.5%!.8%

73,909

11.3%

41、6945,279

6.4%0.8%

547,070

83.9%

.105,049

.16.1%

100.0% 5.8% し…
馳

100.0% 47.9% 2.8%

注1域 内のその他 は長興,

出所 表5と 同 じ。

木浦,莞 島,海 南,蔓 千浦地域の合計 である。
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表7門 司港 の対韓 国輸 出入品 目. (単.位:千 円,%)

口.
輸 出

。阿 名
1993年 割合 1994年 割合.

有

鉄

.織 物 凧 糸及 び繊 維製 品

機 化 合 物

鋼

3,861,431

4,049,071

3,174,163

10.4

1〔〉,9

8.5

3,711,728

3,318,443

3,225,167

10.0

9.0

8.7

工

電

そ

業

気

の

機

機

械6,317,022

拷島4,700,484

他15,063,423

17,〔)17,558,742

12.612,756,899

40.5116,097,031

21.3

7.5

43,5

合 計 37,165,594ユ00.0136,972,010100.O

口
輸. .入

口口 名
1993年 割合 1994年 割合

織物用糸 , 繊維及び繊維製品 1,844,450 2.5 3,576,977 4.7

鉄 鋼 4,886,488 6.6 5.1481667 6㌃8

衣 類 及 び 同 付 属 品 42,433,234 56.9 40,018,360 53.0

履 き 物 3,247,985 4.4 4,003,463 5.3

旅 行 用 具 ・ハ ン ドバ ッ ク 5,265,638 7.1 4,760,225 6.3

そ の 他 16,868,938 22.6 17,989,208 23.8

...

合 計 74,546,733 ユ00.0 75,496,900 100.0

注:価 額 の 場 合,輸1「1'「は 本 船 渡 価 額(F.O.B.),輸 入 は 到 着 価 額(C.1.F、)と し,単 位 千 「1未

満 は 切 り捨 冒ζた 。

出所:門 司 税 関 『外 国貿 易 年 表 」1993.年.1994年 版 。

北 九 州 港2}の最:大港 で あ る 門司 港 の対 韓 輸 出 入 品 目 を み れ ば,主 要 輸.入品 目

は,そ の 大半 を 占 め る衣 類 を は じめ,旅 行 用 具,ハ ン ドバ ック,鉄 鋼 な どで あ

る(表7)。 他 方,韓 国 向 け の 輸 出 品 目 にお け る比 率 が最 も大 き い の は,産 業

機械 で あ り,電 気 機 器,有 機 化 合物,織 物 用 原 糸 及 び 繊 維 製 品 が これ に続 く。

以 上 の分 析 よ り北九 州 港 につ い てみ れ ば,① 同 港 の 貿 易 総 量 に占 め る 対 ア ジ

ア貿 易 の 比率 が非 常 に大 き くか つ増 加 傾 向 に あ る こ と,② 同 港 の 対 ア ジ ア 貿 易

に 占め る韓 国 の比 重 が 上昇 して い る こ と,③ 同港 の 対 韓 国 貿 易 に占 め る 域 内 各

2)同 港は1964年に 「門司」「小割 「洞海」の3港 が統合 して誕生した。
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港 の比 率 が 高 ま って い る こ と,な どを指 摘 す る こ とが で き よ う。

次 に,博 多 港 は北 九 州 港 お よび 下 関 港 と比べ て対 韓 貿 易 量 が 相 対 的 に少 ない

(表8)。 しか し対 韓 輸 出総 量 に 占め る域 内港 の比 率 は ほ ぼ100%に 近 い 。 仕 向

け港 別 の輸 出量 にお い て,1990年 に麗 水 が66.5%を 占 め,一 時期 釜 山 を一ヒ回 っ

た が,釜 山 は1991年 の88.2%,1992年 の96.2%,1993年 の92.9%を 占 め て お り,

依 然 と して 圧倒 的比 率 を維 持 して い る。 対 韓 輸.人量 で 域 内 港 積 出 しの 比率 は,

露.6%に 達 して い る。 また1990年 以 降,釜 山以 外 の 港 の 比 率 が 減.少 して い る の

に対 して,釜 山の 比 率 は着 実 に増 え,1993年 に は95.8%を 占め る に まで 至 った

(表9)。

② 下 関 港

か ね て か ら対 韓 貿 易 の 窓 口で あ る下 関 港 は,域 内 で も対 韓 貿 易 比 率 が 最 も高

い 。 韓 国 向 け輸 出 の 中 で は,地 理 的 に近 い釜 山 向 けが100%を 占 め て い る...〔表

10)。 同 港 の 輸 出貨 物 総 量 に 占め る釜 山港 の比 率 も1992年 の96.3%,1993年 の

94,4%,1994年 の92.3%で あ っ た 。若 干 減 少 傾 向 に あ る もの の,依 然 と して3

年 間 の平 均 で94.3%の 高 い 比 率 を示 して い る 。 国際 貿 易 にお い て貿 易 相 手 港 が

こ れ ほ ど特 化 して い る例 は珍 しい とい え よ う。 さ らに 同港 の韓 国各 港 か らの輸

入 量 を見 てみ よ う.(表11)。 河 港 の対 韓 国輸.入貨 物 総 量 にお け る釜 山 港 か らの

輸 入 量 比 率 は,1992年 の96.8%,1993年 の96.6%,1994年 の92,5%で あ っ た。

同 港 の 輸 入 貨 物 量 に 占 め る域 内各 港 か らの 輸 入 量 比 率 も,1992年99.4%1993

年98.0%,1994年97.4%と 極 め て高 い、 ま た,同 港 の 輸 入 貨 物 総 量 の 中 にお け

る域 内 の 割 合 は,輸 出 ほ どで は な い が ほ ぼ50%に 近 い 。

表10,11か ら分 か る よ うに,下 関 港 の韓 国 との貿 易 は ほ と ん ど域 内 で 行 わ れ

て い る。 さ らに,金 額 ベ ー ス で 同 港 の 国 別貿 易動 向 を み れ ば,韓 国 さ の 輸 出 額

は1992年 の934億 円,1993年 の833億 円,ユ994年 の850億 円 で あ り,そ の 構 成 比

は そ れ ぞ れ65.4%,65.6%,60.7%で あ っ た(表12)。1994年 度 の主 要 輸 出 品

目 は,7般 機 械 及 び電 気 機 器,化 学 工 業 製 品 で あ った 。他 方,輸 入 額 を 参 る と,

1992年2,360億 円,1993年2.180億 円,1994年2,176/[1,円 で,構 成 比 はそ れ ぞ れ
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表8博 多港の韓国各港別輸 出量
(単 位1ト ン,%)

年度
域.内 域外

合計 釜山 麗水 馬山 蔚山 小計 小計

ユ990
60,576

100.0

19,789

32.7

40,270

66.5

416

0.7

n,a. 60,475

99.8

10ユ.

0.2

ユ991
51,ユ62

ユ00.〔)

45,1〔)2

88.2

4,492

8.8

1,568

3.1

n.a. 51162,

100.0

n.a.

1992
ユ04,694

100.0

100,728

96.2

n,a. 3,488

3.3

n,a. ⊥04,216

99.5

478

⑪.5

1993
84,238

100.0

78,225

92.9

n.a, 3,329

4.0

2,528

3.o

84,082

99.8

.一156

0.2

出所:福 岡市港湾局 『博 多港統計年報』平成2,3,4 ,5年 度版 よ り作成。

表9博 多港の韓国.各港則輸.入量
(単 位:ト ン,%)

年度
域 内 域外

合計 釜山 麗水 馬 山 .蔚山 小計 ..一小計

1990
324,234

100.0

23ユ,270

7ユ.3

63.50

ユ9.6

8,141

2.5

137

0.0

303,1171

93.5

21,117

6.5

1991
331,459

ユ00.O.

268,518

81.0

37,781.

11.4

5,690

1.7

762

0.2

312,751

94.4

18,708

5.6

1992
297,179

100.0

271,469

91.3

500

0.2

5,413

1.8

332

0.1

277,714

93.5

ユ9,465

6.5

1993
392,610

100.O

376,009

95.8

n.a. 3,009

0.8

284

0.1

379,302

96.6

13,308

3.4

出所=表8と 同じ.

85.6%,85.1%,84.3%で あ っ た。1994年 度 の 主 要輸 入 品 目は,機 械 機 器,魚

介 類 衣 類 で あ っ た。(し た が って,下 関 港 で も北 九 州 港 の よ う に 日韓 産 業 間

の相 違 を見 る こ とが で きる。)し か し,下 関 港 に は次 の よ う な特 異 な傾 向 が あ

る・ 編 出 量 に占 め る対 韓 輸 出量 の比 率}ま,1992年 の96 .3%,1993年 の94.4%.,

1994年 の92.3%で あ る が,総 輸 入 量 に 占 め る 対 韓 輸 入 量 の 比 率 は,そ.れ そ れ
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表10下 関港 の韓国各港 との輸出貨物量

(181)41

(単 位=ト ン,%)

年度. 釜 山 対韓国比 韓国合計 対世.界比 世界総計

ユ992

ユ993

ユ99弓

670,707

301,594

336,547

100.0

100.D

100.D

670,707

301,599

336,547

96.3

94.4

92.3

696,712

319,332

364,469

合計 1,308,848 100.G 1,305,853. 94.8 1,308,513

注=1993年 度の韓 国の合計に数字5が 足 りないの は,麗 水向けである。

出所:ド 関市港 湾局 「下関港統 計年報」1993,94,95年 度版 よ り作成。

表11下 関港 の韓国 各港 との輸入貨物量 (.単位:ト.ン,%)

域 内 域外

年度己 釜 山 ① ② その他 小 計1①1..
② ③. 韓国合計 ② 世界総計

.L.

1992673,961

1993…1622.295

19946窪8,294

96.8

96.6

92.5

46.5

46.2

47.9

18,523

9,043

34,624

..692,494旨99」

631,細8.・
ヒ

682,918「97.4

47.8

46.9

50.4

4,113

13,000

B,199

596,597

644,:138

701,117

48.1

47.8

51.8

1,449,202

1,348,】03

1,353,877
-

合計11.944.550. 95.2 46.呂 .62,190 2,C噂6.7撫98・3 48.3 35,312 2,042,052 49.2 4,151,182

注:.① は対韓国比であ り,② は対世 界比で曲る。

③1993年 は 「元山」.(北朝鮮).1994年 は温水(地 域不明)と 済州である。

出所=表10と 同 じ。

47.8%,.46.8%,50.4%で,輸 出 の 約1/2に す ぎ な い。 他 方,.対 韓 輸 出 額 の比

率 は,1992年 の65.4%,1993年 の65.6%,.1994年 の60.7%で,輸 出量 の比 率 を

大 き く下 回 って い るが,輸 入額 の比 率 は,そ れ ぞ れ85.6%,8与.1%.84.3%を

占め てお り,輸 入 量 の 比 率 を大 幅 に ヒ回 っ て い る。 こ の事 由 と して は,輸 入 の

場 合,ま ず,韓 国 か らの 輸 入 品 が他 国 か らの輸 入 品 よ り相 対 的 に高付 加価 値 の

商 品 で あ る こ とが 考 え られ る。 も う一 つ の事 由 と して,通 関届 で 申告 した港 と

貨 物 の種 卸 し とが,運 輸 会 社 や 輸 出 人業 者 の事 情 に よっ て別 の港 で 行 われ る こ

とが 考 え られ るヨ〕。 また 輸 出 の場 合 も,釜 山経 由 の 第 三 国 輸 出が 考 え られ る。

下 関港 と釜 山港 と の貿 易 を数 量 ベ ー ス.と金 額 ベ ー ス で比 軽 した場 合,か な りの

3)例 えば,輸 入通関届 を長崎税関管轄下の下関港 に提 出 して.実 際の貨物 は博多港か ら輸 入した

場合,金 額ベ ースの統計は下関港で とられる。が,輸 入量の統計 は博 多港で とられる。
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表12下 関港の国別貿 易表(下 関税 関支署調)(単 位:百 万内,鮒.

輸

.仕 向.国

出

韓 国

パ ナ マ

ア メ リ カ

オース トラ リア

中華人民共和国

バ ハ マ 連 邦

台 湾

シ ン ガ ポ ー ル

ロ シ ア

そ の 他

ム
ロ

「ヨ
.町

輸

入

仕 出 国

中華人民共和 国

カ

ニュージーランド

イ

オース トラリア

ア

南 ア フ カ

北 朝 鮮

そ の 他

△
] 計

1992年

93,363

12.398

呂,.ア51

4,呂54

3.213

4,937

2,177

2,025

11、076

142.795

1992年

構成比 ■993年

65,4

8.7

6.1

3.4

2,3

0,0

3.5

1,5

1.4

7.5

100.O

…構成比

235,9&5.

7,652

7、366

1.199

2,340

5,006

1,543

2,234

1,1.43

11,375

83.3]s

2,133

8、472

4,073

5,280

4,988

3,385

2,136

2,076

11,174

127,035

85.6

2.s

2,7

0,4;

0.呂.

1,冨

0,6.

0,8

0.4

3.9

1甥 年

2.75脚84.4 100.o

217,95け

9、161

7、1己1

11729

上1699

4,316

1,475

2,375

1,3桝

8、993

構成比

65、6

1.7

6.7

3.2

4.2

3.9

2.7

1,7

1.6

8.8

1994年

100,0

構成比

55.1

3.5

2,目

口.7

0.7

1.7

0.5

D,9

0,5

3.3

256、243: 100.D

84,9ア7

13,160

9,657

4,719

4、170

3,534

3、362

2、727

2,五85

11,511

142,002

1994年

217,626

12,443

8,0.71

3,171

3,152

2,887

.2,5映

1,57日

1,007

5,7窪8

258,185

構成比

so,7

9.4

臼,9

3,4

3,0

2.5

2,4

1,9

1.6

7.9

1GO.0

主 要 品 目

一般機器及び電気機器

船 舶 類

ゴ ム 製 品 ・鉄 鋼

タ イ ヤ,.鉄 鋼

一般機器及び電気機器

船 舶 類

非 鉄 金 属 ・繊 維

非 鉄 金 属

タ イ ヤ

構成比. 主 要 品 目

別,3

4.8

3.l

l,2

1.2

1,1

1.O

o.6

0,4

2.1

loo,o

機械機器,魚介類・衣類

履 き物・衣類,魚 介類

魚介類,穀物・同調整品

ア ル ミ,本 材

.魚 介 類 ・ 穀 物

穀 物,亜 鉛 鉱

魚 介 類

り ん 鉱 石

魚 介.類

出 所 表10と 同 じ。

輸出入の トランシップ)が推定できる。.釜山向けの航路を持つ日本の地方港は,

20港 に及んでいる。釜山港の利用に伴う諸費用が,日 本の港のそれと比べ相対

的に安いので,内 航海運や陸路を使って製品を神戸,横 浜などの日本国内ハブ

港に移送 した後,.直 接 に東南 アジアや欧米に輸出するより,地 方港一 釜山港

4)特 定のハブ港 を中心 として,小 型船 で周辺の貨物 を集荷 させ,そ の後 欧米や 第3国 に向けて大

型 コンテナ船で海 卜.輸出入の輸送 をす ること。
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ル ー トな どを利 用 す る 方 が 物 流 コ ス トの 面 で 安 くな る5〕。 実 際 に,釜 山港 経 由

の 輸 出 ル ー トを採 用 す る企 業 は近 年 急 増 してお り,こ の こ とが 両 港 の 結 び つ き

を強 め る.一要 因 に なっ て い る と推 定 され る。

以 上 の よ う.に,下 関港 は域 内貿 易 の比 率 が 非 常 に高 く,と くに 日本 唯 一 の 釜

山港 向 け専 用 め 港 で あ る とい え る ほ ど,釜 山港 へ の 依 存 度 が 極 め て 高 い 。 さ ら

に,域 内 にお け る 日本側 の各 港 の特 徴 を も窺 う こ とが で き よう。 す な わ ち.博多

港 は世 界 向 け の,北 九 州 港 は ナ ジァ 向 け の,下 関港 は釜 山向 けの 港 で あ る と特

徴 づ け る こ とが で き3;う 。 一 方,韓 国側 につ い て は,物 流 機 能 の釜 山港.一極 集

中 が進 行 して い る点 を確 認 す る こ とが で きた 。

3域 内の直接投資

田 日本 の 直接 投 資

ユ985年9月 の い わ ゆ る 「プ ラ ザ 合 意 」 を契 機 とす る,急 激 な 円 高 の 進 展 が も

た ら した 国 際 競 争 力 の低 下 を克 服 す る た め,日 本 企 業 はVIESM国 や 新 興 発

展 途 上 国 へ の 生 産 拠 点 の 移転 を積 極 的 に推 進 し始 め た。 九 州,山 口 の 地場 企 業

の な か に も海 外 進 出 を始 め る企 業 が現 れ て い る。 それ らの 海 外 進 出状 況 を見 れ

ば,1971年 か ら1985年 まで の 累 計 件 数 が167件 で あ った の に対 して,1986年 以

降95年 ま で は592件 に急 増 して い る(表13)。 そ の 内,1986年 以 降 同地 域 地 場企

業 の韓 国へ の 進 出 件 数 は27件 で あ る 。韓 国 向 け に つ い て は,賃 金 の 上 昇 等 か ら

生産 基 地 と しての 魅 力 が 薄 れ た こ と もあ って,件 数 は少 な い。27件 の地 域 別 内

訳 を見 る と,山 「..1県の3件,熊 本 県 の1件,鹿 児 島 県1件 を除 い た22件 は福 岡

県 の 地場 企業 に よ る も ので,そ の 内9社 が 韓 国 側 域 内 に進 出 した%

この こ とか らは,東 ア ジ ア にお い て九 州 ・山 口 地域 の企 業 は,長 期.的に,日

韓 海 峡経 済 圏 よ り環 黄 海 経 済 圏 を狙 って い る とい え よ う。 そ の 意味 で,日 本 側

5).客 港 の トランシ ップに関す る正確 な資料は出ていないひ同地域に対 して分 析の上,統 計上 の数

字の差 で推定 はして いるが、今後.i分 な検討が必要であ.る.「日本経済新聞」1995年6月7口 付,

.夕刊。

6)(財)九 州経済調.査協 会[主996],28ペ ージ参照 。

修
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表13九 州 ・由口地場企業 の海外進 出状況 (単位=件)

1971-85 86-94 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95

世 界 計 167 592 39 57 36 50 54 80 60 74 69 73

ア ジ ア .計 110 418 24 40 25 28 32 46. 42 58 6ユ 62

アジアNIE3 計 63 129 12 22 1.1 6 7 21 14 1〔} 13 ユ3

韓 国 20 27 2 5 3 1 2 5 ユ 2 3 3

台 湾 17 30 2 7 4 一 2 4 5 1 4 1

香 港 13 45 5 8 2 3 2 7 5 4 4 5

シ ン ガポ ー ル 13 27 3 2 2 2 1 5 3 3 2 4

ASEAN 計 31 75 2 10 7 11 10 8 4 5 9 9

中 国 12 ユ98 ユ0 7 7 1.1 14 14 2ユ 40 37 37

その他 ア ジァ 4 16

...一

1 1 3 3 3 2 3

ヨ ー ロ ツ ノ母 14 48 4 2 1. 5 6 13 2 10. 2 3

北 ア メ リ カ 23 ユ11 9 14 10 15 14 17 15 5. 5 7

そ の 他 20 15 2 1

一

2 2 4 1 1 ユ 1

出所=九 経調地域情報データペース 「REQUEST一 九州」,アンケー トである、,但し,(財)九 州

経済調査協会 『九州 ・山口地場企業の海外進出(1986..95)」1996年3月 より引用。

は,日 韓 海 峡経 済 圏 を環 黄 海 経 済 圏 進 出 の た め の 一 つ の拠 点 と して考 え られ て

い る で あ ろ う。 しか し,.中 国 市 場 が 成 熟 す る まで には,ま だ 長期 を要 す る ので,

域 内 に お け る企 業の 戦 略 と 自治 体 レベ ル の 戦 略 とに 相違 が 出 て くる。 企 業 は 中

国 の潜 在 的 に広 大 な市 場 を直 接 に狙 って い る の に対 して,自 治体 は近 い将 来 に

実 現可 能 な 日韓 海 峡 経 済 圏 の 形 成 を直 接 の 目標 と して い る か らで あ る。

〔2).韓 国 の直 接 投 資

他 方,日 本 の域 内 に進 出 す る韓 国.企業 も増 え て い るが,そ の大 部 分 が 財 閥 系

の総 合 商社,研 究 所 な どサ ー ビス 分 野 に集 中 して.いる。 現 代 ジャパ ン(株),三

星 ジ ャ パ ン(株),鮮 京 ジ ャパ ン(株),暁 星 ジ ャパ ン(株),大 字 ジ ャパ ン(株)な

どが韓 国 の総 合 商 社 に よ る進 出 で あ る が,日 本 に お け る東 京 本 社 の福 岡支 店 に

す ぎな い。 それ 以 外,韓 国外 換銀 行,ア ジ ア航 空,大 韓 航 空 な どが あ る。 また,

九 州 の豊 富 な観 光 資 源 の た め に,零 細 な旅 行 代 理 店 も数 多 く進 出 して い る。

財 閥系 企 業 の なか で,大 宇 グル ー プ が福 岡 に設 立 した(株)大 宇,大 宇 通 信,
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大 宇 電 子 は,福 岡 シ テ ィ銀 行 と合 弁 で福 岡1」サ ー チ パ ー ク に進 出 し,130億 円

を投 じて,家 電 ・コ ン ピュ ー ター な どの 開 発 に力 を入 れ て い る 。 三 星 グル ー プ

も,福 岡 に16名(韓 国 人3名,日 本 人13名)の 職 員 で 自動 車部 品生 産 の た め の

事 前 調査 を行 っ て い る。

こ う した 韓 国企 業 の事 業 活 動 の なか で も,と りわ け 注 目に値 す る の は,浦 項

総 合 製 鉄(以 下.,ボ ス コ)の 傘 下 企 業 であ るボ ス メ タル の 進 出 で あ る。 ボ ス コ

の 場 合,日 本.全国 を 三つ の地 域 に分 け て流 通販 売 戦 略.を展 開 して い る。 す な わ

ち,東 京 を 中心 と した関 東 地 域 は韓 国 の 総 合 商社 が,大 阪 を 中心 と した近 畿 地

域 は傘 下企 業 の(株)ポ.ス コ イ ン ター ナ シ ョナ ル ・オ オサ カが そ れぞ れ 担 って い

る 。他 方,九 州,山 口 を 中心 と した 九州 地域 は,ボ ス コ イ ン ター ナ シ ョナル オ

オ サ カ,大 宇 ジ ャパ ン,現 代 総 合 商事,藤 原 運 輸 に.よっ て設 立 され た(株)ボ ス

メ タル が 営 業 活 動 を行 っ て い る㌔ 同社 は1994年7月 北 九 州 市 若松 で倒 産 した

企 業S)を 買 収 し,ポ.ス コの コ イ ル専 門加 工 工 場 を設 立 した。 こ う した 買 収 の 背

景 と して,一 層 の 市 場 開 放 を控 え て韓 国 国 内市 場 にお け る外 国 企 業 との 競 争 激

化 が 予 想 さ れ る こ とや,よ り広 い 日本 市場 開拓 の 必 要 が 生 じた こ との2点 が 考

え られ る。 韓 国 に最 も近 い臨 海 工 業 団 地 に 位 置 す る9)とい う地 理 的利 点.を活 か

し,ボ ス.メタル は原材 料 の大 部 分 を輸 入 し加 工 製 品 を 日本 の 需 要 家 へ 直 接 に 供

給 して い る。

ポ.スメ タル の進 出 は,日 本 市 場 にお け る.同社 が 少 な くと も価 格 の 面 で 競争 力

をす で に持 つ に至 っ て い る こ とを示 して い る。 これ は 韓 国 企 業 が先 進技 術 の導

入 や技 術 開発 を絶 えず 行 い,追 い 上 げ て きた 結 果 で もあ る 。従 来韓 国企 業 は,

主 に発 展 途.L国 に進 出 して きた が,最 近 で は ボ ス メ タル の よ うに参 入 障壁 が 一.

番 高 い と言 わ れ て い る 日本 に進 出 し,短 期 間 に 黒 字 を 出 す段 階 に ま で きて い る。

7)ボ ルメタルに対す る出資状況は,(株)ボ スコインター ナシ ョナルオオサ カが3,000株(50%),

大宇 ジャパ ン(株)が1,500株(25%),現 代総.合商社(株)1,200株(20%),藤 原運輸(株)が300株

(5%)で ある。.

S>買 収先は福岡鋼板 工業若松 工場 であ り,1997年 には設備能力 を1.3倍 に増 強 した。

9)原 材料の殆 どを光陽製鉄所 よ り輸 入 してお り.専 用船 で7時 間 〔片道)か か っている。
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これ.は国際 的 な経 済 交 流 の 展 開 に よる経 済 的 一体 化 の進 展 で もあ る。 こ う した

.域 内 に お け る企 業 の 相 互 浸 透 は 相 互依 存 度 の ヒ昇 を示 す もの に ほ か な ら な い。

=で....

4人 的 交 流

九 州7県 か らの 日本 人 出 国者 渡 航 先 を み れ ば(表14),1993年 は80万 人 を上

回 っ た。 そ の うち,ア ジア に お け る韓 国 の 比 率 は!988年 か ら1991年 まで増 加 し,

1992年 以 降 は 若 干 減 って い る もの の,依 然 と して40%以 上 を維 持 し て い る 。

1993年 に九 州 か ら韓 国へ の 出 国者 数 は20万8千 人 に上 って お り,九 州 か ら渡 航

先 と して 出国 者 数 が20万 人 を越 え て い る 国 は韓 国 しか ない 。

他 方,九 州 に入 国 した外 国 人 も,1993年 に27万8千 人 で 増 加 傾 向 をみ せ て.い

る(表15)。 この う ち,ア ジ アか.らの 入 国者 は 約24万6千 人 で、 入 国 外 国 人 全

体 の88%を 占 め て お り,199⑪ 年 以 降 は90%弱 を保 って い る。 国別 で は韓 国 か ら

の 入 国 者 が14万8千 人 で最 も多 い。1980年 代 後 半 か らの推 移 を み る と,1988年

に約4万 人(構 成 比:39%)で あ っ た の が,1993年 に14万8千 人(構 成 比:

60%)と 急増 して い る 。.人的交 流 に おい て も九 州 地 域 と韓 国 とが密 接 な 関係 を

持 っ てい る こ とが 窺 え る川〕。

ま た,学 術 文 化 面 で の 交 流 も拡 大 して い る。 現 在 九 州 の23大 学 が,24ヶ 国 ・

地 域 の121大 学(学 部,概 究 所 含 む)と 友 好 ・姉 妹 協 定 を結 んで い る。 そ の っ

ち,ア ジ アの 大 学 は8ヶ 国 ・地 域 の62大 学 で,中 国が37大 学 で 最 も多 い 。 次 い

で ア メ リカ の28大 学,韓 国 の15大 学 とな って い る 。 そ の 中 で韓 国の 域 内 大 学 は

7を 数 え る。

11日 韓海峡経済圏形成の意義と課題

1「 経済 地域」 も しくは 「国際(境)地 域」の形成

日韓 海 峡 経 済 圏 の形 成 は,「 一 国 シス テ ム 」 の 限 界,す な わ ち国 民 経 済 の枠

10)1991年6月30目 現 在,在 外 韓 国 人総 数 は4.832,414人(韓 国全 人工 比 で約11.2%)と 推 定 され,

そ の10.5%に あ た る730,901人 がU本 に 居 住 して い る。 園 田恭 ・・金 束 沫[1994」.88ペ ー ジ。

降.



表M九 州7県 か らの日本人出国者渡航先 (単位:人,%).

中 国 台 湾 香 港 韓 国 構成比
その他

アジア
アジア計.

北 ア メ

リカ州

ヨー ロ ッ

パ 州 その他 合 計

1988年 37,247 71,7(.,7 53,979 ユ27,923 38 49,605 34〔}461, 132,2ユ7 33,725 25,620...一.一 532,023.

1989年 27,3717 75,493 57,345 157602「 42 6〔)350, 378,161 150389, 56087, 13,152, 597789,

1990年 27,826 60,143 657757 181,867 44 80,491, 416,102 165,291, 758051 6,414 6666ユ2,

1991年 34,958 51,260冒 58,678 202,296 47 80,624 427,816, 172,397, 43649, 34,767 678,629

1992年 50381「 47,716髄 63,479 182,055 41 100,693, 444,324 1.953547 60,985 56,390 757,0531

1993年 61,178 42090, 60,1〔 屋 2084491 44 103,127 474,948 184,D86 67422, 76,135, 802591,

93/88 164.2 58.7 ユ11.3 162.9 207.9 ユ39.5 139.2 199.9 297.2 150.9

注;構 成比 はアジアにおける韓国のことである。

出所:福 岡経済同友会 ・アジア交流委員会 『九州 と東アジアの交流拡大 に関する提言』21ペ ー ジより引用作成。

表15九 州7県 への入国外 国人国籍別推移 (単位.:人,錫)

.中 国 台 湾. 香 港 韓 国 構成比:
その他

アジア
アジア計

北 ア メ

リカ州

ヨー ロ ツ.

パ 州! その他. 合 計

1988年 3,263 51,437 1,513 39,523 39. 6,573 lO2,609 6,392 8,602 781 118,384

1989年 3,553 65,465 2,302 74,669 48 10,487 156,476㍉ 7,512 16,861 2,418 183,267

1990年 5,029 74,456 3,040 98,317 50 工4,848 195,690. 5,813 17,370 2,948 221,821.

1991年 8,025 68,754 3,390. 134,309 57 20,064 234,542 6,980 18,934 2,939 263,395

ユ992年 13,281 73,475 3,356. 145,228 57 20,978 256,318 9,622 19,889 3,459 289,288

ユ993年 15,639 59,234 2,080… 147,979 60 20,599 245,531 13,276 15,068 4,299 278,174

93〆88 479.3 115.2 137.5i 371.6 313.4 239.3 207.7 ...ユ75.2 550.4 235.0

注:構 成比 はアジアにおける韓 国のことである。

出所;表14と 同 じ。
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組 の相 対 化 を意 味 してい る。 換 言 す れ ば,域 内 お よび そ の周 辺 に お け る経 済 的

一体 化 の進 展 にほ か な らな い。 こ う した地 域 経 済 圏 の 形 成 を重視 し,国 民 経 済

圏 の 絶 対 化 を批 判 した既 存 研 究 の...つ と して,渡 辺 尚 の論 考 が 注 目 され る'㌔

渡 辺 は ヨ ー.ロッパ の経 済 地域 を再 構 成 し,時 間 的 ・空 間 的 に新 しい 観 点 か ら分

析 してい る。 さ ら に,渡 辺 は経 済 地 域 形 成 の過 程 を以 下 の よ う に描 い て い る 。

「一一つ の 企 業 が あ 為地 点 に誕 生 す れ ば,既 存 の地 域 環 境 に よ って 規 定 され なが

ら,相 互 に正 の外 部 効 果 を及 ぼ し合 う場 合 に,複 数 の企 業 が 吸 引 し合 い,企 業.

と関連 業 種 の集 積 が 始 ま る。 こ う して 空 間 の経 済 的密 度 が 増 して い.き,一 つ の

経 済 地 域 形 成 の過 程 が 動 き出す 。 この よ うな経 済地 域 の形 成 は,生 産 企 業 の 立

地 を核 に す る場 合 に限 らず,商 業,交 通,金 融,観 光,宗 教,軍 事 な どに関 わ

る企 業 や 団体 が 関連 企 業 ・団体 を吸 引 して,経 済 地域 を形 成 す る事 例 が 少 な く

ない 」1z)。

この よ うな 現 象 は,日 韓 海 峡 経 済 圏 の 形 成 過 程 で も見 い だ す こ とが で き よ う。

す なわ ち,日 韓 海 峡経 済 圏 は,最 初 か ら製 造 業 企 業 の み の 立 地 に よ る地域 経 済

圏 の 形 成 とは 言 い が た い 。 む しろ,こ の地 域 で は港 間 の 物流 関係 の 緊密 化 を背

景 に,地 方 行 政 主 導 に よる 地域 経 済 圏形 成 の ため の諸 施 策 や,地 元 企 業 間 の経

済 交 流 ミ ッ シ ョンの 派 遣 が 推進 され る こ とに よっ て,一 つ の 地域 形 成 が現 実 に

動 き 出 したの で あ る。 また 本稿 で は扱 う こ とが で きな か っ たが,同 域 内 に布 け

る観 光 や 民 間 レベ ルで の ス ポー ツ,文.化 な どの交 流 も活.発 とな っ てい る こ と も

見 逃 が せ な)㌔ 近 年 ヨー ロ ッパ で は 国 境 や 国 際 海 峡 を挟 む 単 球 の 経 済 的 結 合

(..般 に エ ウ レ ギ オ(Euregio)と 呼 ば れ る)の 試 み が.各地 で な され て い る。

日韓 海 峡 経 済 圏 は む しろ この エ ウ レギ オ に相 当 す る もの とい え よ うL%

日韓 海 峡経 済 圏 の概 念 が 一 般 化 した の は1993年 以 降 で あ る。 だが,こ の概 念

が生 まれ る前 に も,域 内で は経 済 的,人 的 に密接 な交 流 関係 が.古 くか ら蓄 積 さ

11)渡 辺 尚 ・作 道 潤 編[上996]。

12)同 上 書,8ペ ー ジ。

13>渡 辺[1991]。
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れてきた。韓国の経済発展の牽引車の役割を果たしてきた東南地域重化学工業

ベル トの形成にあたって,.目 木は資本や技術などの提供によっ.て一定の役割を

果たした。 さらに遡れば,1910年 から1945年 まで続いた植民地朝鮮との関係が

北九州の地域形成に大きな役割 を果た したことをも軽視で きないL4♪。域内にお

ける商品,資 本,サ ービス,人 の移動が自由化 された共同市場の形成はまだ先

のととであろうが,と もあれ,日 本と韓国のそれぞれ一部地域を包摂する経済

圏の誕生は,域 内移動の自由がまだ大幅に制約 されて隔る段階においても,す.

でに東アジアにおいて大きな意味を持つであろう。

従って,も し地域経済圏の形成過程が①歴史的,地 理的前提→②構想→③制

度化準備→④初期(成 立)制 度化→⑤制度化進展→⑥実質的相互依存の深化ラ

⑦確立 という段階を経て.発展 してい くとするならば,以 上の分析を通 じた日韓

海峡経済圏をそれに照 らしてみると,同 経済圏はすでに構想段階を終え,制 度

化準備段階へ まで進展 してきたと思う。というのは,両 側が必ずしも守らなけ

ればならない規則 までには整備 していないが,現 在日韓海峡沿岸県市道知事交

流会議は第7回 を迎えなが ら,共 同交流事業も9種 類を数えており,し かもそ

の中身の深 さがかなり着実に進んでいるからであるL%し かし,ヨ ーpッ バの

ように資本制企業家 としての商工会議所がその先頭役を発揮するのではなく,同

経済圏においては地方公共団体がその役割をすることが独特な特徴かもしれない。

日韓海峡経済圏の形成によって域内の相互依存関係が拡大 ・深化すれば,第

一に,生 産要素の相互補完関係や域内分業関係などはさらに促進されるであろ

う。例 えば,ま ず資本,技 術,労 働 経営ノウハウなどの優位性が,こ れらの

活発な域内移動 を引き起こし,こ れにより域内の企業間,企 業内,産 業間,産

業内の交流が一層緊密になろう。韓国側にとっては技術,経 営ノウハウなどの

14)堀 和生[1995],270ベ ージ。堀和牛 によると日中戦争以降,植 民地時代における朝鮮 貿易の輸

移入の翫%前 後,輸 移出の80%前 後 を 日本が 占めて いたと述べてい る。 これが事実な らば,同 時.

代の貿易港 としては,域 内貿.易が占め た割 合が相当大 きか った ことが推定で きる。

15)九 州北部三鼎韓国交流 事業実行委員 会r第6回1997年 日韓海峡沿岸県市道知事交流会議 参加 地

域紹介展』,20-22ペ ー ジo
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日本側からの移転が,日 本側にとっては外国人専用工業団地や熟練労働者など

の利用が期待できよう。これは経済のダイナミクスを刺激 し,域 内の一層の経

済発展に貢献することがで きよう。第二に,同 経済圏の形成による経済発展は,

域内拠点地域などの都市化や国際化を進展させ,東 京,ソ ウルという巨大首都

圏への一極集中を緩和することができる。第=に,人 的交流を.含めた産 ・学 ・

官などの多様な経路における相互理解の深化は,競 争の激化や反目感情などに

起因する対立を緩和 し,善 隣の友好関係 を強化するであろう。第四に,現 在進

んでいる韓国西南地域のインフラス トラクチュアや工業団地の整備,各 地方の

開発や規制緩和などは,環 太平洋地域に重層的に形成 されつつある他の諸経済

圏,特 に環黄海経済圏の形成を促進するだろう。

2日 韓海峡経済圏形成 における課題

日韓 海 峡 経 済 圏 が よ り成 熟 して い くた め に は,以 下 の よ うな課 題 の 解決 が望

ま れ る 。 第 一 に,韓 国 側 の交 通,情 報 また 工 業 団 地 な どの イ ン フ ラ ス トラ ク

チ ュ アの 整 備 で あ る。例 え ば,満 杯 とな っ た釜lll港 の機 能 を補 うべ く,す で に

光 陽 港 の 開 発 や,西 南 地域 の 開発 が 進 め られ てい る。 釜 山港 の平 均 滞 船 時 間 は

1989年 の60,3時 間,1990年 の59.3時 間,1991年 の63.2時 間,1992年 の69.0時 間

と増 加傾 向 を示 して お り,韓 国 の港 の滞 船 の 深 刻 さが窺 わ れ る。 ユ992年 の群 山

港 の そ れ は41時 間,東 海 港 は45時 間,仁 川 港 は74時 間 で あ った。 滞 船 発 生 の主

な原 因 は,岸 壁 施 設 及 び保 管 施 設 の不 足 で あ る。 こ う した状 況 を解 消 す る ため,

韓 国 海運 港 湾 庁 が1993年 度 に打 ち出 した 「長期 港 湾 整 備 基 本 計 画 」 に よれ ば,

1993年 度 に4億1210万 トンで あ っ た 港 湾 貨 物 量 が2001年 度 の7億2600万 トン,

2011年 度 の11億5700万 トン に増 加 す る と推 定 され て い る。 そ の ため,岸 壁施 設 も

2001年 まで に は237バ ー ス,20ユ1年 まで に は527バ ー.スが 必 要 と推 定 され て い るユ6)。

16)同 計画 によれば,今 後の港湾の整備 は港湾整備計画 を個別 に策定するのでは なく,港 湾を柏 尾

に関連 させ ることによって重複投資 を避 け,港 湾別 ・埠頭別 に機能 を調整 した上で,全 国的視 点

か ら個別港湾の整備規摸 を決定すべ きであると して いる。
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第二に,流 通や金融のみならず,生 産を基盤 とするより深い経済的統合を実

現するため,そ の呼び水として外国人専用工業団地や輸出加工区などの開発を

一層推進 していかねばならないL7〕。

第三に,外 国企業の投資手続 きの簡素化,免 税,域 内における無査定の出入

国などの制度的な環境づ くりが必要である。現在すでに済州道地域では無査証

あ出入国が実施されており,決 して不可能なことではなかろっ。

III終 わ り.に

福岡県,佐 賀県,長 崎県の北部九州に山r.1県を含めた日本の地域 と,韓 国の

釜山広域市,.慶 尚歯道,全 羅南進すなわち南海岸地域との経済的交痢を通じた

経済圏形成の可能性を,産 ・官 ・学などの協力 と域内港湾問の物資の流れを中

心に分析 してみた。その結果は次のようにまとめることがで きるであろう。

まず,域 内地域が日韓貿易の窓口の役割 を果たしている。さらに,産 ・学 ・

官の積極的な取組.みなどにより,.域内貿易も着実に増えている。今後東南アジ

アにおいてい くつかの経済圏が重層的に形成される可能性が大きいが,現 時点

では日韓海峡経済圏形成の可能性が最 も大 きい。第二に,域 内経済における山

口県の比重がかなり大きいことから,日 韓海峡経済圏の対象地域に山口県を入

れる理由が確認で きた。第{に,経 済的交流のみならず,人 的交流,行 政 ・民

間レベルでの協力 も同経済圏の形成を促進 していることが明らかになった。第

四に,域 内の日本側企業の関心は経済圏の形成より中国の広大な市場に置かれ

てお り,そ の第一段階として日韓海峡経済圏が位置づけられているが,後 者の

形成が前.者の実現可能性 を強める関係にもある。他方で自治体 レベルでは域内

での経済的交流を十分に認識し,日 韓海峡経済圏形成のための多様な協力関係

.を積極的に結んでいる。第五に,同 経済圏の発展により,韓 国南部の経済的な

東高西低構造の解決や,日 韓における未来指向的時代の開幕が期待 される。

`

17)韓 国における外国 人専用 虹秦団地 は,二 ヶ所あ り,忠 清道の天安 と光州広 域市のピ ョンドンに

あ る.

」
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しかし,日 韓海峡経済圏が発展 してい くため,緊 急に解決されなければなら

ない問題点 も存在する。第...一に,韓 国ではまだ地方自治制が始まったばか りで

あり,地 方行政機関の財政基盤が非常に弱いことである。 したがって中央政府

の援助なしには,独 立の地域政策を展開で きないので,早 急にこの弊を改める

必要がある。第二に,韓 国側の反 日感情と日本側の嫌韓感情とが同地域発展の

可能性 を押 さえ込んでいることである。第三に,域 内における資本 ・技術など

の格差が域内交流の加速を拒む障害物となっていることである。とはいえ,日

韓海峡経済圏の発展自体がこれらの問題点を解決するための強力な手段となる

はずで,こ こに問題の困難性 と解決の可能性とが潜んでいるといえよう。同経

済圏形成過程をここまで推 し進めてきた主体的努力を,今 後とも息長く持続す

ることこそが肝要であろう、、

最後に 残 された課題を指摘 して本稿 を閉じたい。 まず,域 内.各港,特 に日

本側の各港と釜山との間で生じている トランシップについて今後具体的な分析

を加える必要がある。第二に,域 内貿易で取 り扱われている商品を具体的に検

討 し,そ れらの商品と原産地 との関連を明らかにしなければならない。これに

よって域内における生産活動の相互補完的な関係が浮き彫 りにされるから.であ.

る。第三に,日 本側の域内.各藩ごとの対 アジア政策の相違を明確にすべ きであ

る。以上の作業によって日韓海峡経済圏のより具体的な姿を描 き出すことがで

きるはずである。

蓼:」
　串
竪
.誉
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